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　1998 年 143 校で実施（実施率 23.7％）し、参加学生 14,991 人（実施率 0.6％）であったが、
関連省庁・大学等の関連団体の取り組みにより徐々に定着し、2015 年では 74.3％にあたる 581
校で実施、参加学生数も 86,248 人を擁するまでになった。しかし、参加率は 3.1％にとどまっ
ている。インターンシップの意義については、学生を送り出す大学と体験する学生サイドと学
図表 1-1　大学等におけるインターシップ実施状況の推移
1998 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年
実施校数 143 校 544 校 536 校 542 校 566 校 581 校
実施率 23.7% 70.5% 69.2% 69.8% 72.9% 74.3%
参加学生数 14,991 人 62,561 人 66,818 人 67,691 人 72,053 人 86,248 人
















るに関わらず、1 年生の夏期休暇期間中の 8 ～ 9 月での参加が多い。実施期間は、特定の資格




































文部科学省「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」2017 年 12 月 10 日より作成
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位数では、特定の資格に関係しないインターンシップでは、2 単位が 51.7％、1 単位が 12.2％で
あり、特定の資格に関係するインターンシップでは、1 ～ 2 週間未満のインターンシップが多









＊ 1 ～ 4 調査項目は体験学生数構成比































































　インターンシップは、1 年次の夏期休暇と 2 年次にあがる前の春期休暇を利用して、実施
企業や組織の企画に従い、1 社 1 日～ 30 日の期間で行われる。





半に38％が集中し、第1位である。第2位は 8月後半で36％、第 3位は 8月前半で14％、次
いで 9 月後半 9％という具合である。春休み中の 2・3 月に実施されるのは、例年同じ 1 社の
みで、わずか 3％である（図表 3－1－1 ～ 3－10 まで筆者作成）。2・3 月が少ない理由は、この
時期には企業も学生もすでに就職戦線に入っているという現状が、大きな原因であると考え












し込みは、全て 8 月～ 9 月に実施の夏期インターンシップに対するものである。
 図表 3-1-1　研修時期による参加延べ人数
8 月前半 8 月後半 9 月前半 9 月後半 2・3 月 合計
2014 年度 16 人 28 人 16 人 3 人 2 人 65 人
2015 年度 10 人 23 人 21 人 5 人 4 人 63 人





　インターンシップの参加期間は、調査の 3 年間ともに 2 日から 10 日間というパターンが
90％以上となっている（図表 3－2－1、3－2－2）。その中でも 5 日間または 10 日間に集中して
いる理由は、週に 5 日のシフトを組んでいる企画が多いことによると類推できる。基本の 1



















2014 年度 3 人 23 人 11 人 15 人 2 人 54 人
2015 年度 0 人 30 人 11 人 7 人 1 人 49 人
2016 年度 9 人 48 人 7 人 8 人 1 人 73 人
図表 3-2-2　201₆ 年度日数別参加者割合 図表 3-3-2　201₆ 年度時間数別参加人数
図表 3-2-1　年度別研修日数による参加人数
1 日 2 ～ 4 日 5 日 6 ～ 9 日 10 日 11～20日 21～30日 合計
2014 年度 1 人 3 人 20 人 10 人 18 人 1 人 1 人 54 人
2015 年度 0 人 2 人 23 人 15 人 7 人 2 人 0 人 49 人


























図表 3-4　2017 年度 インターンシップ派遣先企業・団体
派遣企業・団体名 申込人数 派遣社数
学内とりまとめ（短大） 44 人 15 社
学内とりまとめ（大学） 26 人 17 社
兵庫県経営者協会 5 人 4 社
姫路経営者協会 3 人 3 社
富山県経営者協会 1 人 1 社
岡山県中小企業団体中央会 1 人 1 社
鳥取県中小企業団体中央会 1 人 0 社
ふるさと島根定住財団 1 人 1 社
山口県経営者協会 1 人 1 社
沖縄県キャリアセンター 2 人 1 社










院・福祉等の医療・教育 7％、証券・銀行・JA 等の金融 6％、設計等建築 3％、その他のデ






業種 職種 2014 年度 2015 年度 2016 年度
卸・小売 販売・製造等 26 人 21 人 24 人
製造 事務等 4 人 8 人 14 人
サービス 接客・受付等 12 人 10 人 12 人
医療・福祉・教育 介護・保母補助等 4 人 4 人 5 人
金融・保険 窓口・事務等 1 人 1 人 4 人
建築・不動産 デザイン・CAD 等 3 人 2 人 2 人
その他 イベント補助等 4 人 3 人 12 人
合計 54 人 49 人 73 人

































　一方、学内評価としては、研修に参加した実労働時間に、事前・事後の 90 分授業各 3 回の
計6回、9時間を加えた総合計による単純評価を行っている。文部科学省の基準に沿って、研
修時間 45 時間で 1 単位とし、時間の積み上げにともなって、「インターンシップⅠ」「インタ
ーンシップⅡ」「インターンシップⅢ」「インターンシップⅣ」として認定している。
　例えば、夏期インターンシップで 60 時間参加した学生が、2 月の春期インターンシップで
32 時間参加すると合計参加時間が 92 時間となり、「インターンシップⅠ」「インターンシッ
プⅡ」の 2 単位の取得となる（図表 3－8－1）。なお、図表 3－8－1 の時間数は、インターンシ
ップ先における従事時間である。
　2016 年度は、この単位認定で 66％が 1 単位、11％が 2 単位を取得している。また、単位修
得時間に満たないものが 22％、3 単位取得の長期間実習者が 1％となっている。近 3 年間に
おいて、3 単位以上の取得者は 2 名である（図表 3－8－2）。一方、20 日以上に渡る本格的知




業種 研修内容 日数 時間数
卸・小売 車両販売の営業補助的な業務・接遇体験など 5 日 40 時間
卸・小売 店内各売り場での販売補助および商品管理 5 日 40 時間
建築・不動産 業界説明、展示場見学や工場見学など 5 日 40 時間
その他 事務業務（データ収集、パソコン入力作業） 5 日 42 時間
その他 映像・音響機材の準備、機材搬入・搬出の体験 10 日 90 時間
サービス 管理事務業務（伝票入力、電話・来客応対等） 5 日 40 時間
サービス 宿泊施設内での一般運営業務（フロント業務等） 10 日 80 時間
サービス 婚礼サービス、料飲部での配膳業務等の実践 5 日 39 時間
卸・小売 店内各売り場での販売補助および商品管理 5 日 40 時間
卸・小売 雑誌編集、デザイン業務のワーク 10 日 80 時間
卸・小売 店舗での接客販売、商品の検品、品出し 6 日 56 時間
医療・福祉・教育 利用者の介護補助等 5 日 45 時間
製造 総務・経理等の一般事務業務 2 日 14 時間
製造 洋菓子の製造補助作業、店舗管理等 20 日 140 時間
図表 3-8-2　研修時間による単位取得者
未取得 1 単位 2 単位 3 単位 計
2014 年度 6 人 34 人 13 人 1 人 54 人
2015 年度 2 人 41 人 6 人 0 人 49 人
2016 年度 16 人 48 人 8 人 1 人 73 人





















　2 年生の 7 月上旬時点における参加・不参加別の内定率を比較してみると、2015 年次生に
おいては、2016 年 7 月 8 日時点で全体の内定率が 34.6％であったのに対し、インターンシッ
プ参加者は46.9％となっている。2016年次生においては、2017年 7月 7日時点で全体内定率
46.8％、インターンシップ参加者 69.5％となっている（図表 3－10）。
　2015 年次生と 2016 年次生のインターンシップ参加者の内定率が、いずれも学年全体の内





















































































5 インターンシップの実施 インターンシップ先における就業・従事（8 ～ 9 月）
6 インターンシップの実施 インターンシップ先における就業・従事（8 ～ 9 月）
7 インターンシップの実施 インターンシップ先における就業・従事（8 ～ 9 月）
8 インターンシップの実施 インターンシップ先における就業・従事（8 ～ 9 月）
9 インターンシップの実施 インターンシップ先における就業・従事（8 ～ 9 月）
10 インターンシップの実施 インターンシップ先における就業・従事（8 ～ 9 月）
11 インターンシップの実施 インターンシップ先における就業・従事（8 ～ 9 月）













（2016.7 . 8 現在） 34.6％ 46.9％
2016 年次生
（2017.7 . 7 現在） 46.8％ 69.5％
の場合、一部の実施機関の姿勢に人手不足を補うアルバイト的要素も含まれているため、実
際の就職活動に直結した企画が少なく、この分野においては、学校との永年のつながりによ
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